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本研究の目的は、子どものＳＯＳを発する力と教職員のＳＯＳに気付く力を

高める取組を通じ、知的障害特別支援学校におけるメンタルヘルスの問題の早

期発見・早期対応を目指すことである。まず、子どものＳＯＳを発する力を高め

るため、高等部の生徒を対象に、生徒自身が記入する保健調査、生徒一人ひとり

に行う健康相談、視覚的具体的に学ぶストレスマネジメント教育を行った。次に

教職員のＳＯＳに気付く力を高めるため、ＳＣと連携して職員研修を実施した。 

その結果、生徒が自身の心身の状態のセルフモニタリングを行い、自分の心身の

状態や気持ちを言葉にして発することができるようになった。また、教職員は、

メンタルヘルスリテラシーを高めることにより、子どもの訴えを批判すること

なく受け止め、子どもの問題の背景を意識した発達支持的な支援を行う姿勢へ

と変化した。 

子どもと教職員に働きかけることにより、子ども自身の訴えを引き出し、メン

タルヘルスの問題の早期発見・早期対応につなげることができたと考える。 


